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西アフリカ・ブルキナファソの農村地域では、妊婦の 15 人に 1 人が B 型肝炎ウイルス（HBV）に 

感染しており、その 2 割は血中ウイルス量が多く HBV 母子感染リスクが高い状態であることが判明  

 

論文掲載  

 

【本研究成果のポイント】  

⚫ B 型肝炎ウイルス（HBV）の主な感染経路の一つに母子感染があり、WHO をはじめ世界では HBV の

母子感染防止に取り組んでいます。 

⚫ アフリカは HBV 感染率が高い地域ですが、妊娠中の女性の HBV 感染に関する疫学資料が不足してい

ます。 

⚫ 今回、広島大学の国際共同研究グループは、大規模な疫学調査を西アフリカ・ブルキナファソの現地

医療機関において実施し、同国の妊婦の 15 人に 1 人が HBV に感染しており、その 2 割は血中ウイル

ス量（※1）が多く HBV 母子感染リスクが高い状態であることが判明しました。また、治療が必要な

HBV 妊婦を判断する基準について、更なる検討が必要あることを指摘しました。 

⚫ 研究チームでは、妊婦への抗ウイルス治療および児へのワクチン接種によって母子感染を防止できた

かどうかを含め、今後解析する予定です。  

 

【概要】 

⚫ 広島大学大学院医系科学研究科  OUOBA Serge 氏（博士課程）、Ko Ko 育成助教、杉山文講師、田中純

子特任教授らの国際共同研究グループは、西アフリカに位置するブルキナファソの研究機関である

Institute of Research in Health Sciences Regional Directory of Centre -West（IRSS）と協力し、現地

の医療機関（3 施設）において、妊婦およびその出生児を対象とした HBV 感染状況に関する血清疫学

調査研究を実施し、1,622 人の妊婦が調査に参加しました。乾燥濾紙血法（Dried Blood Spot: DBS）

（※2）を用いて血液サンプルを採取し、広島大学において解析しました。  

⚫ その結果、妊婦の 6.5%（106/1,622）がHBVに感染しており、その約 2割は血中ウイルス量が多く、

HBV 母子感染のリスクが高い状態であることが明らかになりました。 

⚫ 世界保健機関（WHO）の HBV 母子感染防止ガイドライン 1 では、HBV 感染妊婦の血中ウイルス量が

高値（> 200,000 IU / mL）であった場合、抗ウイルス療法が推奨されています。しかし、ウイルス量

は設備や技術的な制限により測定できない場合があり、HBe 抗原（※3）を代替指標として用いるこ

とも可能とされています。本研究では、西アフリカの主要感染株である HBV 遺伝子型 E（※4）にお

いては、HBe 抗原を治療適応判定に用いた場合、約半数の治療適応者を除外する可能性があることを

初めて示唆しました。 

⚫ 本研究成果は、ブルキナファソにおける HBV 母子感染防止戦略立案のための基礎資料として、役立て

られることが期待されます。 

⚫ 本研究は、厚生労働科学研究費補助金肝炎等克服政策研究事業「肝炎ウイルス感染状況の把握及び肝

炎ウイルス排除への方策に資する疫学研究」、日本学術振興会研究拠点形成事業 B アジア・アフリカ

学術基盤形成型「SDGs 目標 B 型肝炎ウイルス排除を目指す若手疫学研究者国際連携ネットワーク形

成」の支援を得て行われました。 

⚫ 本研究成果は、2023 年 4 月 14 日に国際科学誌「Scientific Reports」に掲載されました。 
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⚫ HBV ウイルス量を定量化できた妊婦 94 人のうち、18 人（19.1%）は 200,000IU/mL 以上の高ウイル

ス量を有しており、HBV 母子感染の潜在リスクが

高い状態であることが明らかになりました（図

2）。 

⚫ HBV 遺 伝 子 分 析 の 結 果 、 遺 伝 子 型 は E 型

（58.7％）と A型（36.5％）が主流であり、アフリ

カにおける過去の報告 2 と同様でした。 

⚫ 世界保健機関（WHO）が定めた抗ウイルス剤予防

投与のカットオフ値である 200,000 IU/mL 以上の

ウイルス量を判定するために、HBe 抗原測定系を

代替で用いた場合の精度を HBV 遺伝子型別にみた

ところ、ブルキナファソを含む地域等において主

流の遺伝子型 E ではその感度が 53.8％にとどまっ

ており、治療対象とすべきウイルス量の多い妊婦

を除外する可能性があることを、初めて示唆しま

した。  

 

【今後の展開】 

本研究は、HBV の主要流行株が遺伝子型 E である国・地域では、ウイルス量定量検査の代替として HBe

抗原を使用すると、治療対象とすべき妊婦を除外してしまう可能性があることを明らかにしました。ウ

イルス量定量検査は発展途上国においては実施できない場合があり、妊婦に対する抗ウイルス治療の必

要性を判断するための新たな基準の検討が必要です。 

本研究では、HBV に感染している妊婦に対し、ブルキナファソの診療ガイドラインに従って出産 3 か月

前から出産後 3 か月までの期間抗ウイルス治療を受けられるよう、支援しました。出生した児に対して

は、WHO が推奨する感染予防策として出生 24 時間以内の HB ワクチン接種が行われています。 

研究チームでは、HBV 感染妊婦とその児に対し、出産後 6 か月まで追跡調査を行っています。妊婦への

抗ウイルス治療および児へのワクチン接種によって母子感染を防止できたかどうかを含め、今後解析す

る予定です。 

 

【用語説明】 

※1 ウイルス量：血液中の HBV ウイルス量を測定する。妊婦の HBV ウイルス量が 200,000 IU/mL 以

上の場合には、母子感染のリスクが高いとされる。  

※2 乾燥濾紙血法（Dried Blood Spot: DBS）：濾紙に数滴の血液を吸収させ、その後乾燥させることに

よって検体を取得し、分析する方法。検体採取が簡便で、ウイルス遺伝子解析などが可能

であることから、発展途上国での血清疫学調査研究において特に有用性が高い。   

※3 HBe 抗原： 陽性であれば一般に HBV の増殖力が強いことを示す 

※4 ウイルス遺伝子型：遺伝子レベルでの分類。HBV は A 型から J 型まで 10 種類の遺伝子型が同定さ

れており、地域特異性や、臨床経過に違いがあることが知られている。  

※5  HBs 抗原： 陽性であれば B 型肝炎ウイルス（HBV）に感染している 
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